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霧幻峡の渡し
について

• 1964年の土砂災害前まで

住民の足として活用されていた。

• 2010年 霧幻峡プロジェクト（三更地区）発足

土日祝のみ運行再開

• 2011年7月 新潟・福島豪雨災害

運行中止
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• 2014年 再度舟の修復 運行再開

• 2017年 本格的に観光客への運行開始

年間利用者 約１，１００人

• 2018年 船頭が増える

じゃらん「この夏行きたい絶景ランキング全国８位」

年間利用者 約３，３００人

• 2019年 当協会へ運行の権利譲渡

年間利用者 約４，０００人

• 2020年 新型コロナウイルス感染拡大の影響により激減

並びに船着き場工事

年間利用者が1/3ほどに



霧幻峡の四季



霧幻峡 ー散策ー



霧幻峡
－インバウンドー

• 2018年 台湾96名、タイ
17名、シンガポール3名、
香港1名その他24名

計141名

• 2019年 台湾261名、タ
イ7名、アメリカ7名、そ
の他8名

計283名



なぜ台湾からの観光客
が多いのか



只見線が絶景として
知れ渡っている



①旅行会社訪問・商談会への参加



②星賢孝只見線写真展
の開催



台湾との交流
を通して

• ただコンテンツを売り出すだ
けでは一過性に過ぎない。

• 人とのつながりにより目的地
を選択してもらう。

• 若い世代が交流することによ
り、持続的に行き来すること
を目標としている。



霧幻峡を主軸と
した観光まちづ
くりについて

①商品（お土産品）の開発 ④宿泊者への割引

②定期運航の実証事業

③夜間運航の実証事業



①商品（お土産品）の開発

• 今まで霧幻峡に来ても体験した後は、帰るのが当たり前だった。

+αを求めるにあたり、オリジナル商品の開発を行う。

金山町の特産品+霧幻峡のコラボ商品の制作。

今後、販路拡大と生産性の向上が課題。

霧幻峡桐ホルダー 霧幻峡せんべい、コースター



②定期運航の実証事業

• 予約のみで運航していたが、お客様の利
便性を図るに当たり定期運航の実証を行
なった。

9月 中川地区 道の駅奥会津かねやま
隣接の中川農村公園発着で運航を行う。

4日間運航 利用者１６０人超（コロナ
禍前同時期の４倍以上に）



定期運航
のために
• 中川農村公園の整備を行う。

• 町への使用許可、地区住民
への合意をもらい協会職員
での整備。

• 整備後、公園に訪れる観光
客も少しだが増えた。



③夜間運航の
実証事業

• ファミリー層、町内宿泊者向
けの実証事業。

• 星空をキラーコンテンツにし
たいが、課題が多い。

• 星空を体験できなかった方へ
の配慮も必要。



④宿泊者への割引

• 前から宿泊するお客様は三島町
以東が多かった。

• 金山町内の観光消費額を上げる
ため、町内宿泊者に対し、500
円引きで運航している。

• 宣伝ができていないので、来年
に向け宣伝が必要。



金山町の観光消費額を上げる

• 霧幻峡は季節によってオーバーツーリ
ズムとなっており、早急な対応が必要。

• コンテンツとしての価値が高いので、
それをもとにどうやって町内の観光消
費を上げるかが重要。

• 今まで霧幻峡に乗って帰っていたお客
様を、5人に1人宿泊につなげることで、
約5,000円ほど町内消費を上げることに
なる。

コロナ禍以前の入込で考えると年間400
万円の観光消費増につながる。



霧幻峡は観光の入口
になってもらう！！

• 只見線、霧幻峡は比較的知名度の
高いコンテンツとなってきている。

• 2コンテンツを入り口として金山
町や奥会津を周遊してもらわなけ
ればならない。

• 朝の川霧に加え、夜コンテンツを
整備することで宿泊客の増加につ
ながる。

• 滞在時間を延ばせば、その分観光
消費を上げることができる。


